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ニオイヒパの雪害形態 とその対策 と しての裾枝打 ちについて

斎藤新 一郎 (専修大学北海道短期大学 )

1 まえが き
北海道の ような寒冷多雪地域 においては ,

緑化樹 の育成 を阻害す る要因 として ,先 ず ,
寒さの害があ り,常 緑樹の種数がかな り限
定されて しまう (斎藤 ,1977) 耐寒性 を
ク リヤーで きた と して も,多 雪地域 におい
ては ,緑 化樹の も う 1つ の阻害要因 として ,

雪害があ る .

樹木の雪 害には ,冠雪害 と積雪の沈降圧
による害 (雪圧 害 )が あ る。冠雪害は ,湿
り雪がもた らすのであ るが ,樹種的 にも受
けやすいもの と受 けに くいもの とがあ り ,

ほぼそれ らの樹形 (枝 張 り)に 左右 され る .
図 -1は ,冠雪害 を受 けに くいアカェ ツ ト
ウヒ,受 けやすいニ ッポンアカマ ツお よび
中間型のニオイヒパの樹形の模式 図で あ る

枝が細 く,短 ければ ,冠雪害を受けに くい
逆に ,枝 が太 く,長 く張 り出せは ,冠雪 害
を受けや すい 北海道 の [1本 海側では ,マ ツ
属種 の植栽成績 が不良なのは ,耐 寒性 ではな
くて ,雪 害 (冠 雪害)が大 きな要因であ る。
雪圧害 は ,あ らゆ る樹種 に見出 され るが ,
この耐性 の大小は ,樹木のサ イズや年齢 に ,
また幹や枝 の柔軟性 な どの樹種の個性 に も左

右され る 雪圧 害を軽減す るために ,緑 化樹
については ,昔 か ら,斜植 え ,縄 巻 き,雪 囲
いな どが工 夫されて きた (斎藤 ,1974,1979
a).そ して ,雪 上木段階以降については ,裾
枝打 ち ,枝 打 ちが実施 されて きた (斎 藤 ,19
79b,1980)

本稿では ,北 [」 の緑化樹 として評価 の高い
ニオ イヒバ について ,そ の雪害形態 を報 riす
るとともに ,育 成技術か らの雪害対策 を検 rul
してみた

2.ニ ォィ ヒバ

ー
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代表的 な常緑性針葉樹 の樹形
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図 -1

ニオイヒバ (Thuja occidentalis LINN,   図 -2 雪害の第 1段 階 (模式図 )
American arbOrvitae)は , ヒノキ千斗, クロペ

属の常緑性高木であ り,枝 葉に芳香があ り (和 名 :匂 桧 ),北 アメリカ原産 (中 国名 :北 美香
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柏 )で あ るか ら,耐 寒性に も富む 。また ,
これは ,初 期成長がかな り旺盛であ り,細
く長い樹 冠 をつ くり,緑 の量感 が 見事であ
って ,剪 定によ く耐え ,材 が腐朽 しに くい

等々の ,緑 化樹 としての特徴 をかな り十分

に備 えて い る.ニ オイ ヒバは ,外 観では ,

トウヒ属種 と似て いるか ら,冠雪害がほ と

んとない ようにみ え るが ,実際 には ,割 合

に冠雪害 を受けや すい それは ,枝 が長 く ,
上向 き (多 幹樹冠 の状態 )に な るか らであ

る (図 -1参 照 ).
3.雪 害 の形態
専修大学北海道短期大学のキ ャンパ ス (

美唄 市光珠 内町 )に は ,ニ オイ ヒパの並木

(あ るいは境界 に沿 う高い生垣 )が あ る。

これ らを観察すると,雪 上木の段階にな っ 図 -3 雪 害の第 2段階 (模式 図 )

た後 の事例 であ るが , 下枝

は雪圧害で幹か ら
=|き
抜か

れる (枝 抜 け)樹 冠 の 上
部～中部の枝は ,冠雪 の重

さで曲げ られ ,そ の まま枝

抜けす るか ,積■:中 に取 り
込まれて枝抜 けす る これ
が′ヤ害の第 1段 l1/で あ る (

IXI-2)

次の段 階では ,積 雪の沈

降ιこよ り, 枝が弓|き 下げ ら

れ ると,幹 が Jき 倒 され る。
雪解 け後 に ,肥 大成長があ
つて ,幹 の曲 りはかな り解
消され るが ,こ の ことが毎
年々々繰 り返 され ると,幹の曲 りは解 消 され な くな り,そ の結 果 ,幹 の下部～基部 (地際の幹
の基部 )が 曲 った形態 を呈するようにな る (幹 曲 り) これが雪害の第 2段階であ る (図  3
).こ の幹の基 部曲 り (い わゆ る根元曲 り,根 曲 り)は ,樹種 による程度の違 いはあ つて も ,
多雪地の山地斜 面の樹木にご く一般的 に見 られ る .

さ らに ,平 坦地 でも ,山 地の斜 面において も ,積雪深が大 きい と ,幹の曲 り部分 に積雪の沈
降圧 (+グ ライ ド圧 )と い う,た いへ ん大 きな力が加わ り,そ の部分 を接地 させ るまで押 し曲
げるようになる 不定根が発生 しやすい樹種 では ,伏 条繁殖 に類 した新 しい根系の成 立によっ
て ,雪害 を回避で きる場合があ る (斎 藤・ 松 田 ,1993) それて も ,不定根 の発生の難易 を別
に して も ,雪圧が 大 きすぎると,幹 には折 れ (幹折れ ),縦 害Jれ (幹割れ ),根 抜 け (根 返 り)
などの致命的な傷 が生 じることがあ る これが第 3段階 の雪害であ る (図 -4).こ うな った
樹木は ,障 害部分の材 の腐朽 ,幹 の傾斜 によ る光不足 ,そ の他 によ り,長 く生 き続 け るこ とが
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雪害の第 3段階 と しての幹折 れ ,幹割れ など (模式 図 )

-8-



北海道の雪氷 No 14(1995)

困難 にな る。

4.雪 害の回避方法
雪害が生 じるのは ,樹木 に枝があ るか らであ り,枝 が幹 を引 き倒 すのであ る (幹 の地際の曲
り) また ,枝 が固いか ら,幹 が傷つ くのであ る (枝 抜 け)。 ところが ,枝 が なければ ,幹 は
肥大成長で きないのである。耐寒性 ,耐 雪性 にかな り富み ,北国の緑化樹 と して評価 され てい
るニオイ ヒバについて も ,こ う した矛盾 を逃れ ることはで きない。

この矛盾 を解決 す るには ,次 の ような方法があ る。
①雪チ1:を 受けに くい,縁イi的 な ,低 く小さい刈込みをする。これについては ,北欧の基地など
に好例が見られる それ らは ,基石を囲んで ,周 囲が 10～ 15mの 四辺形で ,高 さが20～ 50
cmあ り,幅 が 10～ 30cnあ って ,た いへん低い

②生垣として,積雪深より高めのものを目指し,幅 を狭く刈り続ける.美唄市から芦別市にか
けて ,民 家の屋敷周 りには ,か な りな数のニオイヒバ生垣 があ り,そ れ らの大半が ,高 さが
1.5～ 2.Omで ,幅 が 0.3～ 0.6mく らいのものが多い 。子細 に観察 す ると,こ うしたメリ込み生
垣の大部分に も ,雪 害の痕跡 (幹曲 り,枝 抜 け)が 頻繁に存在 す る .
③並木的な高木仕立ての場合には,雪圧を勘案しつつ,下枝を,毎年,小刻みに打ち続け,雪
上木に仕立て上 げ ,積雪深以下の枝 を打 って しまう
なお ,多 雪地で植栽木に地表ふ きん まで裾枝 があ ると,そ こがペ ス ト (厄 介物 :野 ネズ ミ ,
害虫 ,病 原 菌な ど)の 絶好の隠れ家にな り,雪 害 とは別 の被害が高 まる危険が生 じることが し
ば しばあ る .

5.既 往 の雪害木 の裾枝打 ちによる雪 害の回避
当学のニオイ ヒバは ,並 木仕 立てであ る。今 か ら,苗 木植栽 か ら仕 立て始め るな ら,裾枝打
ち方式が適 当であ る。 しか し,こ れ らは ,植栽 されて既 に 10数 年 を経 ていて ,何度 も雪害 を受
けてい るか ら,雪 害を これ以上に受けないように ,枯死木が 出て並木 に穴が明かない ように ,
積極 的に手入れす る必要があ る。

それには ,上 述の③ の方式 を応用 して ,雪 害 を受け続 けてい る枝 を切除 し,健全 な枝で も積
雪深 まで裾枝打 ち し,幹折 れに ともな う複数の娘幹 を 1本 だけに整理 するな ど,い わゆ る大館
を振 るわ なければ な らない。なお ,ニ ォ イヒバは ,傷 日か らの菌の侵 入によ る材の腐朽が進行
しに くい樹 種であ るが ,広 い切 り跡 や枝 抜け跡 には防腐剤 を塗 って ,カ ルス的 な材 の巻 き込み
によ る傷 の癒合 を待つ ことも重要であ る
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